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=重 要=

Ｖ－ＰａｃｋＴＭソフトウェアのサポートについて

Ｖ－Ｐａｃｋ Ｔ ＭソフトウェアはＣｌｅａｒ－Ｃｏｍからフリーソフトウェアとして供給される

ＲＳ－６００シリーズ用のＰＣコントロールプログラムです。

Ｖ－ＰａｃｋＴＭソフトウェアは無償によるカスタマイズ用プログラムであるため、まことに

勝手ながら松田通商ではサポートを行っておりませんので悪しからずご了承願います。

取扱説明書本文中にはＶ－ＰａｃｋＴＭソフトウェアについての記述もありますが、これは

英文取説の内容を基に作成していることによるもので、実際のご使用を保証するもの

ではありません。

Ｖ－Ｐａｃｋソフトウェアについてのダウンロード及びＰＣへのインストール、そしてカスタ

マイズ設定等につきましては、あくまでも設定されるユーザー様ご自身の責任において

行っていただくこととなります。(日本語の取扱説明書も用意しておりません)。

つきましてはＶ－Ｐａｃｋソフトウェアについての設定方法やトラブル発生時などの対処

方法に関するご質問にはお答えできない場合もありますので、くれぐれもその点をご留意

いただきたながら御使用くださいますようお願いいたします。

もし、Ｖ－ＰａｃｋＴＭソフトウェアに関わる不具合が発生した場合、ＲＳ－６００シリーズ

本体の保障期間内であっても保障修理の対象とはなりませんので十分ご注意ください

ますようお願います。

なお、、ＲＳ－６００シリーズを修理及び不具合等でお預かりした場合は、機器本体に

問題があるかどうかを検証するため、設定を工場出荷時の状態に戻すこととなります。

また、ご返却は工場出荷時の初期設定となりますので、ユーザー様ご自身によってカス

タマイズされている場合は、その状態を控えておいてくださいますようお願いいたします。

以上、甚だ勝手ではありますが状況をご理解のうえ、何卒ご了承賜りますようお願い

申しあげます。
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このたびは Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ（クリアーカム） ＲＳ－６０３／６２３／６０３Ｒ／６２３Ｒをご購入いただき

ありがとうございました。

機器を安全かつ快適にお使い頂くためにもご使用前に必ずお読みください。

なお、ご不明な点につきましては担当者までお問い合わせいただきますようお願いいたします。

※危険※

本体に強い衝撃を与えないこと

本体に水や液体をかけないこと。

本体のカバーは決して開けないこと。

使用者は内部に触れないこと。

異常と思われるときにはすぐに使用を取り止めチェックを依頼すること。

＊製品保証について＊

本機の製品保証につきましては、松田通商株式会社が定める国内保証規定に準じるものとし

ます。

＊製品名及びロゴ等について

本取扱説明書記載の製品名及びロゴ等につきましては各社の商標または登録商標です。

※本取扱説明書から内容の無断転載及びコピー等は固くお断りします。

※製品のバージョンアップにともなう仕様変更によって、文面と実際の内容が一部相違する

場合もあります。

また、製品の仕様及び概観等は予告無く変更される場合があります。

※本製品を使用するためのソフトウェアのインストールによるコンピューター及びその周辺

機器についての不具合発生につきましてはその責任を負うことができません。
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１．各部の説明

１．トップパネル面

１． トーク・キー

送話ボタンです。トーク機能がオンのときは“６”のトーク・ライトが点灯します。設定によってロックまたはノン

ロック機能を選択できます。

２． コール・キー

コール信号発信ボタンです。コール信号発信中は“７”のコール・ライトが点灯します。

３． パワー・ステータス

Ｃｌｅａｒ－ＣｏｍラインからＤＣ電源が供給されている場合に点灯します。

なお、最低動作電圧の１２ＶＤＣ未満の場合でも受電している場合は点灯します。

４． ボリューム・コントロール

接続されたヘッドセットのリスニング音量を調整します。なお、ヘッドセット・ドライバーにはリミッター回路が

装備されています。

４Ａ： チャンネルＡのボリュームはプログラムボタンが押された状態の時にはメインまたはＡＵＸヘッドセットの

マイクゲインの調整用として働きます。“５”のセットアップＬＥＤによって状態を確認することができます。

方法はセットアップ・ボタンを押しながらツマミを回すことによって行うことができます。なお、レベルがすでに

最少または最大のときには表示は点灯しないか、もしくは変わりません。

マイクゲインは工場出荷時にプリセットされています。なお、ゲインの調整はアッテネートのみ行うことができ、

ゲインアップを行うことはできません。また、コントロールはボリュームの中央位置近辺で作用します。

５． セットアップＬＥＤ

セットアップ・ボタンが３秒以上押されるセットアップ状態となり表示状態となります。もし７秒以内に操作がな

されなかった場合、表示は消えます。もしセットアップ・ボタンがマイクレベル調整のために押されている時は、

ボタンが離され、再度押されるまでＬＥＤは機能しません。

セットアップ・モード時はモード番号や選択された機能が表示されます。また、マイクレベル調整時はその

ゲインによって、０（ゼロ）を表示する６セグメントのうちの１つが点灯します。なお、１セグメントは約３ｄＢを表

します。
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６． トーク・ライト

トーク機能がオンのときに緑色のランプが点灯します。また、オンボード・セットアップ時のステータス表示とし

ても使用します。

７． コール・ライト

コール信号を発信中、もしくは受信中に赤色のランプが点灯します（なお、プログラム設定によって変更

可能です。

２．底 面

８． インターカムライン入力コネクター

Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ用インターカムライン入力コネクターです。

３ピンＸＬＲメス： １番ピン＝グランンド、 ２番ピン＝電源（ＤＣ）、 ３番ピン＝音声

＊ＤＣ電源ピン・セレクト

工場出荷時の電源供給は２番ピンとなっています。内部基板の“ＸＸ”表示ジャンパーを１－２から２－３に

変更することによって、ＸＬＲの３番ピンを電源供給ピンとすることが可能になります。このときスルーアウト用

コネクターも３番ピンが電源供給ピンとなります。

９． インターカムライン・スルーアウト用コネクター

Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ用のスルーアウト・コネクターです。他のステーションに渡り接続をするために使用します。

３ピンＸＬＲオス： １番ピン＝グランンド、 ２番ピン＝電源（ＤＣ）、 ３番ピン＝音声

また、このコネクターは切り替えによって、プログラム信号インプットとして使用することができます。このとき、

もしインターカムラインを接続したままにしていると、そのベルトパックは動作しません。また、インターカム・

ラインがショート状態となりますのでご注意ください。

１０． メインヘッドセット・コネクター

Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ用ヘッドセット・コネクターです。標準ではダイナミック・マイク仕様となりますが、設定によって

エレクトレット・マイクの使用も可能です。なお、エレクトレット・マイクに設定された場合、マイクゲインは自動

調整となります。

なお、モデルによってピン数が異なり、６ピン、５ピンタイプはスプリットイヤー（左右別チャンネル）モニターが

できるようになっています。
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４ピンＸＬＲオス／メス： １番ピン＝マイク・シールド、 ２番ピン＝マイク・ライン、

３番ピン＝ヘッドホン・シールド、 ４番ピン=ヘッドフォン・ライン

６ピンＸＬＲオス： １番ピン＝マイク・シールド、 ２番ピン＝マイク・ライン、？？？？？？？？？？

３番ピン＝ヘッドホン・シールド Ａチャンネル、 ４番ピン=ヘッドフォン・ライン Ａチャンネル

５番ピン＝ヘッドホン・シールド Ｂチャンネル、 ６番ピン=ヘッドフォン・ライン Ｂチャンネル

６ピンＸＬＲオス： １番ピン＝マイク・シールド、 ２番ピン＝マイク・ライン、

３番ピン＝ヘッドホン・シールド、 ４番ピン=ヘッドフォン・ライン Ａチャンネル、

５番ピン＝ヘッドフォン・ライン Ｂチャンネル？？？？？？？？？？？

１１． ＡＵＸヘッドセット・コネクター（２．５ｍｍ径ステレオプラグ用）

Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ ＣＣ－２５軽量タイプヘッドセット接続専用のヘッドセット・コネクターです。装備されているマイ

ク・プリアンプはＣＣ－２５の特性に合わせたものとなっており、ＣＣ－２５以外の使用は想定していません。Ｃ

Ｃ－２５以外の使用による性能の低下や不具合については一切サポート及び保証できませんのでご注意く

ださい。

携帯電話やトランシーバー用のヘッドセットを使用した場合はパフォーマンスが低下するだけではなく、シス

テムに障害をもたらす場合もありますので使用は避けてください。

なお、ＡＵＸヘッドセット・コネクターは常にエレクトレット・マイク専用となっています。設定でメインヘッドセット・

コネクターがダイナミック・マイクであっても影響は。しません。

１２． オーディオ・プログラム・セレクト

インターカムライン・スルーアウト用コネクターのＸＬＲ３ピン・オス座をバランス・プログラム・インプット・コネク

ターとして使用します。スライドスイッチがＡＵＸヘッドセット・コネクター（１１）側にあるときに、プログラムイン

プット・コネクターとして働きます。プログラム・インプットはトランスフォーマーによってアイソレートされ、－２０

から＋１０ｄＢＶまでのラインレベル信号を入力することができます。

１３． プログラムインプット・ボリューム

プログラムインプットに入力されたライン信号のレベルを調整します。

１４． プラグリース・ボタン

接続したＸＬＲプラグはロックされます。プラグを引き抜く場合はこのボタンを押してロックを解除しながら引き

抜きます。

なお、ヘッドセットコネクターがメス仕様であるＲＳ－６０３ＲとＲＳ－６２３Ｒにもプラグリリース・ボタンが付いて

います。

３．サイド面

＊ セットアップ・ボタン

青色のセットアップ・ボタンを約３秒以上押し続けるとセットアップ・モードになり、オンボード・セットアップが

可能となります。もし７秒以上操作を何も行わなかった場合、セットアップ・モードはキャンセルされます。

＊ ＲＳ２３２接続用コネクター（３．５ｍｍ径ステレオプラグ、ＶＰＣ－１専用ケーブル接続用）

セットアップ・ボタンの下部に位置する３．５ｍｍジャックはＲＳ２３２接続用です。

専用のＶＰ－１ケーブルはＤサブ９ピン・メスと３．５ｍｍ径ステレオプラグとの変換ケーブルとなっており、ＰＣ

とＲＳ－６０１を接続することができ、専用のＶ－Ｐａｃｋ ＴＭソフトウェアによって上位設定の変更を行うことが

できます。
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４．背 面

＊ サイドトーン

サイドトーンはヘッドフォンに戻す“自分自身の声”のレベルを調整します。通常は調整用 ボリュームポッ

トの回転範囲の中間位置でご使用ください。もし、使用上において自分の声の戻りをもっと大きくしたい場

合や小さくしたい場合は小型のマイナスドライバーでゆっくりと回しながら適性レベルとなるように調整してく

ださい。なお、極端なレベル設定はシステムに不具合が生じている状況と同じような症状を引き起こす場合

がありますので注意してください。また、そのような設定が必要となってしまう場合はヘッドセットに不具合が

生じている可能性もあり ますので、他のステーションでの確認も行ってみてください。

なお、サイドトーンはＡ、Ｂチャンネル個別に設定することができます。

注意： ボリュームポットを回すときはゆっくりかつ必要以上の力を入れないようにしてください。

回し過ぎにや力の入れ過ぎによってボリュームポットを破損していまう恐れがあります。

＊ ベルトクリップ

ベルトクリップは２箇所のねじで固定されています。このねじをはずすとクリップ部を取ることができ、クリップ

の向きを９０度、１８０度、２７０度異なった向きに取り付け直すことができます。

２．ＴＷ（２ワイヤー）仕様との互換性について

ＲＳ－６０３、ＲＳ－６２３は３ピンコネクターを用いたＴＷオプション仕様となっています。もし、通常の１チャンネル

ラインで使用した場合、Ｂチャンネルは使用できますが、Ａチャンネルは動作しません。また、このときＡチャンネルが

ターミネーションされない状態となり、発振してしまいますのでオンボード・セットアップのファンクション８によって“チャ

ンネル占有”設定を行ってください。

ＲＳ－６０３Ｒ、ＲＳ－６２３ＲはＲＴＳ ＴＭ－ＴＷと互換仕様となっています。これはＡＣコールシグナルおよびＡＣ

リモートマイクキル、適正音量や周波数特性カーブ、ヘッドセットコネクター仕様など、独自の設定となっています。

この２つのモデルでは電源投入時にＲＴＳモードである“モード２”で立ち上がるように設定されています。なお、この

モードはＣｌｅａ－Ｃｏｍ ＴＷモードへの変更も可能ですが、ヘッドセット・コネクターについては変更ができません。

同様にＲＳ－６０３、ＲＳ－６２３もＣｌｅａｒ－Ｃｏｍ ＴＷモードからＲＴＳＴＭ－ＴＷモードへの設定変更が可能となって

います。ただしヘッドセット・コネクターはそのままとなります。なお、ＲＳ－６２３Ｒのヘッドセット・コネクターは５ピン・

メス仕様となっていますので、選択には十分ご注意をお願いします。

また、ＲＳ－６２３、ＲＳ－６２３Ｒはスプリット・イヤーモニター仕様となっていますが、ＲＳ－６２３Ｒの出荷時はモノ

ラルミックス・モニター設定となっています。スプリット・イヤーモニター仕様にする場合はオンボード・セットアップの

ファンクション９によって設定を変更してください。

１チャンネルのＲＳ－６０１はＣｌｅａｒ－Ｃｏｍ ＴＷラインでの使用が可能となっており、ＲＳ－６０３やＲＳ－６２３が

Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ TW モードの場合、混在使用が可能です（ただしＲＳ－６０１側は一部制限が発生します）。

各ベルトパックの初期設定は以下の通りです。

型 式 チャンネル数 工場出荷時設定 ライン用コネクター Ｈ／Ｓ用コネクター

ＲＳ－６０１ １ Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ標準 ３ピン・オス／メス ４ピン・オス

ＲＳ－６０２ ２ Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ標準 ６ピン・オス／メス ４ピン・オス

ＲＳ－６２２ ２ Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ標準 ６ピン・メス ６ピン・オス

ＲＳ－６０３ ２ Ｃｌｅａｒ－ＣｏｍＴＷ ３ピン・オス／メス ４ピン・オス

ＲＳ－６２３ ２ Ｃｌｅａｒ－ＣｏｍＴＷ ３ピン・オス／メス ６ピン・オス

ＲＳ－６０３Ｒ ２ ＲＴＳ ＴＷ ３ピン・オス／メス ４ピン・メス

ＲＳ－６２３Ｒ ２ ＲＴＳ ＴＷ ３ピン・オス／メス ５ピン・メス
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３．設定について

ＲＳ－６０３（Ｒ）／ＲＳ－６２３（Ｒ）は２つの方法で出荷設定を変更することができます。１つはＰＣ経由による

Ｖ－Ｐａｃｋソフトウェアによる設定で、詳細な設定や複数のベルトパックの設定変更を行う場合に向いています。

もう１つはオンボード設定によるもので、ベルトパック本体で変更を行うことができます。

１．Ｖ－ＰａｃｋＴＭソフトウェア

Ｖ－Ｐａｃｋソフトウェアでによる設定の場合はまずＶ－Ｐａｃｋソフトウェアを使用するＰＣにインストールしてください。

ＲＳ－６０３（Ｒ）／６２３（Ｒ）とＰＣはＲＳ２３２データ経由で通信されます。ＲＳ側は３．５ｍｍ径ジャックとなっています

ので接続にはＶＰＣ－１接続ケーブルの使用をお勧めします。

なお、ＰＣでの設定はそのベルトパックに適正な電源が供給されている状態で行うようにしてください。電源が

供給されていない場合は設定を行うことはできません。

Ｖ－Ｐａｃｋソフトウェアの使用方法及び詳細についてはＶ－Ｐａｃｋソフトウェアの取扱説明書をご参照ください。

なお、ピンアサインは以下の通りとなっています。

３．５ｍｍプラグ側 Ｄサブ９ピン・メス側

チップ―――――２番ピン

リング―――――３番ピン

スリーブ――――５番ピンチップ

ベルトパックの設定時は規定のＤＣ電源が供給されている必要性があります。通常のＣｌｅａｒ－Ｃｏｍラインまたは

電源ユニットから電源を供給してください。

複数のベルトパックを同じ設定にする場合、ベルトパック・クローンニング機能を利用します。オリジナルのベルト

パック設定をコピーし、それを他のベルトパックにペーストすることができます。なお、コピーしたした設定のペーストは

１度に１台となっていますので、複数のベルトパックをクローンニングする場合はその台数分のクローンニング作業

が必要となります。

Ｖ－ＰａｃｋＴＭソフトウェアでの主な設定可能な内容は以下の通りとなっています。

 オペレーション・モード

ベルトパック本体に保存した４つのモードから任意のモードを選択します。なお、モードはベルトパック本体にメモ

リーに保存され、電源投入時は常に最後に使用していたモードで立ち上がります。

 チャンネル設定

Ａ、Ｂチャンネルを入れ替えます。

 ラッチ・オペレーション

トーク・キーのラッチ・タイプをノン・ラッチ、ダブルタップ・ラッチ、シングルタップ・ラッチ、電源オン時ラッチ、常時

ラッチから選択できます。

工場出荷時はモード１及び２がダブルタップ・ラッチ、モード３及び４がシングルタップ・ラッチ設定となっています。
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 マイクロフォン・フィルター設定オフ

Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍシステムで使用する際に送話を聞きやすくするために独自のフィルター設定がなされています。

通常のＣｌｅａｒ－Ｃｏｍシステムで使用する際にはオンのままで使用してください。

ＲＴＳシステムで使用する際にはオフにしてください。なお、この設定はメイン及びＡＵＸヘッドセットそれぞれ可能と

なっています。

 ヘッドフォン・フィルター設定オン

ヘッドフォン回路にフィルターを設定することができます。標準ではフルレンジとなっていますが、ハイカット・フィル

ターを選択することができ、約８ｋＨｚからロールオフするようになっています。なお、この設定はメイン及びＡＵＸ

ヘッドセットそれぞれ可能となっています。

 メインヘッドセット・マイクゲイン

工場出荷時のマイクゲイン設定を変更します。通常変更する必要はありませんが、声質やバックグラウンド・

ノイズなどの状況によって変更することができます。なお、この設定は工場出荷時からレベルを下げることはでき

ますが、上げることはできません。

 ＡＵＸヘッドセット・マイクゲイン

工場出荷時のマイクゲイン設定を変更します。通常変更する必要はありませんが、声質やバックグラウンド・

ノイズなどの状況によって変更することができます。なお、この設定は工場出荷時からレベルを下げることはでき

ますが、上げることはできません。

 オーディオプログラム・インプットレベル

外部プログラム入力感度を３０ｄＢレンジで調整できます。なお、外部プログラム入力のリッスン・レベルの調整は

ベルトパック下部のボリュームによって行います。

 コールＬＥＤディマー

コールＬＥＤの明るさをノーマルとロウの２つから選択できます。出荷時はノーマルですが、消費電流を抑えたい

場合や、コールＬＥＤの発光を目立たなくしたい場合に設定します。

 コールＬＥＤモード

コールＬＥＤの表示方法を、点灯、点滅、点灯無しの３パターンから選択できます。出荷時は点灯。もし、ベルト

パックがＡＣ及びＤＣコールの両方をを設定している場合はそれぞれ異なった設定にすることもできます。

 コール・オン・トーク（トーク時コール信号発信）

トーク・ボタンを押したときにコール信号も同時に発信されます。トークがオン状態のときに常にコールも発信状態

となりますのでトーク・ボタンはノンラッチ設定にしておくことをお勧めします。また、コール信号によるリレー機能を

有したＴＷ－４０やＫＢ－２１２をコントロールする場合にも便利です。この機能はチャンネルごとに設定可能です。

 エレクトレット・マイク使用

メイン・ヘッドセット及びＡＵＸヘッドセットそれぞれにおいて、マイクロフォン・タイプをエレクトレット仕様にします。

オンボード・セッティングではメイン・ヘッドセットのみ変更可能ですが、Ｖ－ＰａｃｋＴＭソフトウェア設定ではＡＵＸ

マイクの設定も行うことができます。

なお、指定品以外のヘッドセット使用における不具合等につきましてはサポート外となります。メイン、ＡＵＸヘッド

セットとも、指定品の使用を強くお勧めします。
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 コールシグナル・セレクト

コールＬＥＤを点灯させるためのコールシグナルをＤＣ（Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ標準）とＡＣ（ＲＴＳ標準）から選択できます。

これはＡ、Ｂチャンネルそれぞれ自由に設定できます。またコール・センドとコール・レシーブも別個の設定が可能

です。

例えば、Ａ氏のベルパックのＡチャンネルを通常のＤＣコールとして使用し、ＢチャンネルをＴＷ－４０トランシー

バー・インターフェイスのトリガーとして使用する場合、ＤＣコールとＡＣコール両方を設定したとします。そしてＴＷ

－４０トリガー用ベルトパックをＡＣコールにしておくことによって、Ａ氏がチャンネルＢをコールするとＴＷ－４０が

作動するということになります。またこのとき、ＴＷ－４０トリガー用ベルトパック以外のＢチャンネルをＤＣコールに

しておくことによってＡ氏からのコールに対してはＴＷ－４０とその他のステーション全てにコール信号が発せられ、

逆に他のステーションからコール信号が発せられた場合、Ａ氏はコールを受けることはできますが、ＴＷ－４０は動

作させずに済みます。また、Ａ氏の設定をＡＣコールのみにした場合、Ａ氏のコールはＴＷ－４０のトリガーのみと

して働き、他のステーションへのコール発信を行わないということもできます。このとき他のステーションでコールが

発せられた場合、Ａ氏はコールを受けることはできませんが、他のステーション間ではコール発信されます。

 コールトーン発信（ヘッドセット・スピーカー）

ヘッドセット・スピーカーからアラート音によるコールが可能となります。なお、トーンのレベルはプリセットとなって

いますので変更できません。ただし、リッスン・レベルによって音量は相対的に変化します。この機能はコール

発信者が声を出せないような場合や、コールシグナルの確認が困難な場合に便利です。

 ミニマム・ヘッドセット・レベル

ヘッドセットのリッスンボリュームを絞りきったときの最小レベルを設定します。これによって絞りきりによるオフ

状態での聞き逃しを避けることができます。

 ステレオ・ヘッドフォン・ミックス（ＲＳ－６２２、ＲＳ－６０３、ＲＳ－６０３Ｒのみ）

両耳仕様ヘッドセットのスプリットチャンネル・モニターをモノラルミックス・モニターに変更します。

 マイク・ノイズゲート

ヘッドセット・マイクにノイズゲートを設定することができ、スレッショルド・レベルの調整を行うことができます。

トーク・ボタンのオン／オフをすることが難しいハンズフリー・オペレーション時に設定すると便利です。

 トーク・ファンクション

トークをＡ、Ｂチャンネル同時に行うことができる２チャンネル送話モードと、両チャンネル同時には送話できない

バウンスバック・モードを選択できます。バウンスバック・モードではトークをセレクトしたチャンネルのみに送話が

可能となり、もう一方のチャンネルは自動的にオフとなります。

 リモート・マイクキル

リモート・マイクキル機能は他のベルトパック・ステーションのトークがオンの場合にオフにする機能です。

トーク・オフ忘れによって周りのノイズを拾っているような場合に他のステーションからオフにすることができます。
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２．オンボード・セットアップ

オンボード・セットアップではベルトパック本体で設定の変更を行うことができます。設定内容はモードとして４つま

でＲＳ－６０３（Ｒ）／６２３（Ｒ）本体の不揮発性メモリー保存されます。モード１は初期設定となっており、これを変更

して モード２、３、４として保存します。、モード１を含めた全てのモードの内容設定は変更可能でそれを上書き保

存することができます。保存した各モードはリコールすることができます。

オンボード・セットアップを行う場合はＲＳ－６０３（Ｒ）／６２３（Ｒ）に適正な電源が供給されている状態で行うよう

にしてください。電源が供給されていない場合は設定を行うことはできません。

なお、電源投入時のモードは、最後に電源が落とされたときのモードと同一となります。つまり、オンボード・セット

アップによってモードが変更されない限り、常に同一の設定で使用することができます。

オンボード・セットアップは以下の方法で行います。

１． ＲＳ－６０３（Ｒ）／６２３（Ｒ）に適切なＣｌｅａｒ－Ｃｏｍ電源が供給されていることを確認してください。

２． ＲＳ－６０３（Ｒ）／６２３（Ｒ）本体横にある青色のセットアップ・ボタンを約３秒間押し続けると、トップパネル上の

セットアップＬＥＤが“Ｐ”と表示され、パワーＬＥＤ以外のランプが全て消えるので、セットアップ・ボタンを離して

ください。“Ｐ”表示が“１”となりセットアップ・モードになったことを示します。

なお、この状態で数秒間操作を行わないとセットアップ・モードはキャンセルされます。

３． モード（ＭＯＤＥ）： プリセットしたファンクションをストア及びリコールします。

セットアップ・モードになった後すぐにトーク（ＴＡＬＫ）ボタンを押すとモード・セレクト状態となります。このとき

セットアップＬＥＤの表示は“１”の点灯となりますがもう１度トーク・ボタンを押すと現在のモード番号が点滅表示

されます。さらにトーク・ボタンを押すと数字がステップしますので、１～４までの使用したいモードを選択してくだ

さい。選択後、再度セットアップ・ボタンを 押すとモードが確定しセットアップ・モードは解除されます。セット

アップ・ボタンを押さず、そのままの状態にしておくと、セットアップ・モードはタイムアウトとなり、モード変更は行

われません。

注意： モードを選択した場合、セットアップＬＥＤは常に“１”を点灯表示しますが、これは現在のモードを表示

しているわけではありません。再度トーク・ボタンを押したときに点滅表示される数字が現在のモード番号となり

ます。

４． ファンクション（ＦＵＮＣＴＩＯＮ）： 実際の設定のオン／オフを設定します。

セットアップ・モードになった後すぐにコール（ＣＡＬＬ）ボタンを押すとファンクション・セレクト状態となり、“２～９、

Ｌ”にステップし、どのファンクションを設定するかを選択します。それぞれのオン／オフの切り替えはトーク・

ボタンを押すことによって行うことができます。機能がオンの時はトークＬＥＤが点灯し確認することができます。

選択後、再度セットアップ・ボタンを押すとモードが確定しセットアップ・モードは解除されます。セットアップ・

ボタンを押さず、そのままの状態にしておくと、セットアップ・モードはタイムアウトとなり、モード変更は行われま

せん。

なお、各ファンクションの設定は１回に１つとなります。複数の設定を変更する場合は、操作を必要回数行って

ください。

５． セットアップ・モードが解除されるとセットアップＬＥＤは消灯し、他のＬＥＤが再び点灯し、通常のオペレーション・

モードとなります。
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６． 各ファンクションの説明

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ２： ラッチ機能無効

トーク・ボタンのラッチ機能を無効にします。この設定はコール・オン・トーク機能を使用している時に推奨

される設定です。この機能はチャンネルごとに設定可能です。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ３： トーク機能無効

トーク機能が無効となります。ＲＳ－６０１をリッスンのみで使用する場合の設定です。この機能はチャンネル

ごとに設定可能です。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ４： コール・オン・トーク（トーク時コール信号発信）

トーク・ボタンを押したときにコール信号も同時に発信されます。トークがオン状態のときに常にコールも発信

状態となりますのでトーク・ボタンはノンラッチ設定にしておくことをお勧めします。また、コール信号による

リレー機能を有したＴＷ－４０やＫＢ－２１２をコントロールする場合にも便利です。この機能はチャンネルごと

に設定可能です。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ５： エレクトレット・マイク使用（メイン・ヘッドセット）

メイン・ヘッドセットのマイクロフォン・タイプをエレクトレット仕様にします。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ６： コールトーン発信（ヘッドセット・スピーカー）

ヘッドセット・スピーカーからアラート音によるコールが可能となります。なお、トーンのレベルはプリセットと

なっていますので変更できません。この機能はコール発信者が声を出せないような場合や、コールシグナル

の確認が困難な場合に便利です。

なお、コールトーン設定時もコールランプは点灯します。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ７： チャンネル・スワップ

Ａ、Ｂチャンネルの機能を入れ替えます。設定したベルトパックのみに対して有効です。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ８： 占有チャンネル

ＡまたはＢどちらか一方のみを機能させます。トークやコール・ボタンは選択したチャンネルのみ機能します。

また、ボリューム・コントロールも選択したチャンネルのみが機能します。Ａチャンネルを占有にする場合は

Ａチャンネルをラッチしてからセットアップ・モード状態にし、この機能を設定してください。Ｂチャンネルを占有

にする場合も同様です。

 Ｆｕｎｃｔｉｏｎ９： スプリットイヤー・モニター（ＲＳ－６２３、ＲＳ－６２３Ｒのみ）

ＲＳ－６２３及びＲＳ－６２３Ｒは両耳仕様ヘッドセットを使用し、左右別々のチャンネルをモニターすることが

できます。出荷時はＲＳ－６２３がスプリットイヤー・モニター、ＲＳ－６２３Ｒはモノラルミックス・モニター仕様と

なっています。

 ＦｕｎｃｔｉｏｎＬ： 全オンボード・アクセス・ロックアウト

オンボードでの設定を不可とします。ファンクションまではアクセスできますが設定変更はできません。再度

ファンクションにアクセスする場合は工場出荷時状態に戻すか、ＰＣ経由で行わなければなりません。なお、

モードについては選択可能です。
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７． ＲＳ－６０３（Ｒ）／ＲＳ－６２３（Ｒ）を工場出荷時の設定に戻す

ＲＳ－６０３（Ｒ）／ＲＳ－６２３（Ｒ）を工場出荷時の設定に戻したい場合は以下のように行ってください。

まず、セットアップ・モードで“Ｐ”表示させ、セットアップ・ボタンを離します。次にコール・ボタンを 押し続けると

表示が“１”から“２”に変わりますので、そのまま押し続けた状態で再度セットアップ・ボタンを押します。ＬＥＤ

表示が“Ｆ”となったあとにＬＥＤ表示が消え、通常のオペレーション・モードとなります。

８． 実際の設定例

モード１を基準設定とし、モード３を変更して使用する場合は以下のように行います。

ⅰ．セットアップ・モードにする。ＬＥＤハ“１”が点灯表示。

ⅱ．トークを押して“３”の点滅表示とさせる。

ⅲ．セットアップ・モードを終了する。これでＲＳ－６０１のモードは“３”となります。

ⅳ．再度セットアップ・モードにする。ＬＥＤ表示は“１”点灯ですが実際のモードは“３”となります。

（このときトークを押すと“３”の点滅表示となりモードが“３”となっていることが確認できますが、

ここではその操作は行いません）

ⅴ．コール・ボタンを押して“２～７、Ｌ”の変更したいファンクションを選択します。

ⅵ．選択後、トーク・ボタンを押してオン／オフを選択。

ⅶ．セットアップ・ボタンを押して確定させる。これでモード“３”の設定が変更されました。

複数の設定を変更させる場合は操作を繰り返してください。

上記の設定状態でモード１に変更する場合は次のように行ってください。

ⅰ．セットアップ・モードにする。ＬＥＤハ“１”が点灯表示。

ⅱ．トークを押すと現在のモードである“３”が点滅表示となる。

ⅲ．再度トークを押して“１”の点滅表示を選択する。

ⅳ．セットアップ・スイッチを押してセットアップ・モードを解除。これでモードは“１”に変更されます。

３．工場出荷時状態に戻す場合

ＲＳ－６００シリーズを工場出荷事状態に戻す方法はＰＣからの設定または本体リセットの２通りあります。

Ｖ－Ｐａｃｋソフトウェアによるリセット。

ソフトウェア上で所定のセクションで変更を行います。

オンボード・セットアップによるリセット。

まず、セットアップ・モードで“Ｐ”表示させ、セットアップ・ボタンを離します。次にコール・ボタンを押し続けると

表示が“１”から“２”に変わりますので、そのまま押し続けた状態で再度セットアップ・ボタンを押します。ＬＥＤ表示が

“Ｆ”となったあとにＬＥＤ表示が消え、通常のオペレーション・モードとなります。
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４．その他

１．使用ケーブルについて

接続に用いるケーブルは信頼性のある２芯シールド・ケーブルを用いてください。クロストークや ＤＣ電圧低下の

問題を防ぐためにも抵抗値の少ない良質なケーブルを用いてください。弊社では Ｌ－４Ｅ６相当以上のご使用を

お勧めしています。

なお、クロストークについてはヘッドセット・ケーブルが原因となる場合もあります。Ｃｌｅａｒ－Ｃｏｍ では指定の

ケーブルを用いた場合のみに、３ｍまでの延長を認めています。指定以外のケーブルや長さでの使用における不具

合につきましては対処いたしかねますのでご注意願います。

松田通商ではヘッドセット延長用として３ｍの専用ケーブルを販売しております。

２．使用ヘッドセットについて

ＲＳ－６０１と組み合わせて使用するヘッドセット及びマイクロフォン等についてはＣｌｅａｒ－Ｃｏｍの純正品または

推奨された指定品をご使用ください。

ＲＳ－６０１のヘッドフォン・アンプは５０～２０００Ω、マイク・プリアンプは５０～１０００Ωまでのインピーダンスに対

応していますが、純正品及び指定品以外のものにつきましてはサポートを行っておりません。ご使用によるトラブル

については対応できませんのでご了承願います。

３．お手入れについて

使用後は表面のほこりや汚れを取り除いてください。ＲＳ－６１０は防水仕様ではありませんので、内部に水分が

入るような清掃は行わないでください。汚れがひどい場合には中性洗剤をを染み込ませた布でふき取った後、強く

絞った布で水拭きしてください。

なお、お手入れの際は通電状態では決して行わないでください。また、お手入れ後はＲＳ－６０１が完全に乾いて

から使用してください。

４．トラブル・シューティング

以下にいくつかのトラブル例を示しますが、問題が解決されない場合は弊社技術までお問い合せ下さいますよう、

お願いします。

 症状： 音量が低い

原因： 複数ターミネーション（メインステーション及びパワーサプライを計２台以上使用の場合）

対策： ターミネーションを１つのステーションのみで設定する

原因： ケーブルの長さや太さが原因となる抵抗値の増大

対策： 良質かつ径の大きなケーブルを使用する

 症状： コールランプが点灯したままとなる

原因： ＤＣが音声ラインに乗っている

対策： ケーブルのショートや、ピン番号の配線を確認する。ターミネーションが正しく設定されて

いるかを確認する

 症状： マイクレベルが極端に高いまたは低い

原因： 口からマイクまでの距離、マイクゲイン設定、サイドトーンレベルなどが適切でない。

またはターミネーションがオフまたは複数でオンとなっている。

対策： 上記設定の確認。また、ヘッドセットを変えて試してみる。
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 症状： ヘッドセットのレベルが極端に高いまたは低い

原因： ターミネーションがオフ、不適切なインピーダンス仕様のものを使用、回線のショート

対策： ターミネーション、ケーブル接続を確認する。純正又は指定ヘッドセットに交換し、サイド

トーンやリッスンレベルを調整してみる

 症状： コンフィグレーションの変更ができない

原因： ロックアウト状態となっている

対策： ＰＣからの変更または工場出荷時にリセットする

５．保証について

松田通商株式会社によって輸入・販売された正規のＣｌｅａｒ－Ｃｏｍ（クリアーカム）製品は全て

松田通商株式会社の日本国内における保証規定によって保証されます。

ＲＳ－６００シリーズの保証期間は販売日から１年間となります。

ただし、以下の場合は保証の対象とはなりません。

・弊社保証規定に該当しない状況での使用

・弊社サービススタッフ以外による修理・回路変更がなされた場合

・誤った電源電圧の使用

・運送便途中による事故

・自然災害などによるもの

・落下及び衝突による外傷

・誤った使用によるもの

・故意・過失によるもの

・その他につきましては社会通念に照らし合わせた扱いといたします

なお、修理品の運搬費用につきましては保証の対象とはなっておりません。別途ご負担いただく

こととなりますのでご了承願います。

その他ご不明な点につきましては弊社担当までお問い合わせください。

保証規定につきましては変更される場合があります。

この保証規定は使用者の法的な権利に影響を与えるものではありません。

保証修理を受ける場合には弊社への事前連絡をお願いします
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６．仕 様

一 般

アンプ仕様： ＩＣアンプリファイヤー、電流及びショートプロテクション回路

S／N： ＞７５ｄB、 ブリッジ・インピーダンス： ＞１５ｋΩ

ラインレベル： －１４dＢ～＋５ｄBｍａｘ

サイドトーン・アジャスト： ＞３５ｄＢ

ＥＭＩ＆ＲＦＩリジェクション： ＞６０ｄＢ

マイクロフォン・プリアンプ

ヘッドセットマイク・インピーダンス： ２００Ω

ゲイン（マイク・トゥ・ライン）： ４１ｄＢ（ダイナミック）

リミッター・レンジ： ２６ｄＢ

周波数特性： ２００Ｈｚ～１２ｋＨｚ

ヘッドフォン・アンプリファイヤー

ロード・インピーダンス： ５０～２，０００Ω

アウトプット・レベル： ＋１７ｄＢｖ

ワイ率： ＜０．１％ ＴＨＤ＠１ｋＨｚ

ゲイン（ライン・トゥ・アウトプット）： ＋３４ｄＢ

周波数特性： １００Ｈｚ～１８ｋＨｚ、±２ｄＢ

プログラム・インプット

バランス、トランスフォーマー・アイソレーション

入力感度： －２０ｄＢｖ～＋１０ｄＢｖ

周波数特性： ５０Ｈｚ～１８ｋＨｚ、±２ｄＢ

コネクター

ＲＳ－６０２ インターカムライン： ３ピンＸＬＲオス座×１、 ３ピンＸＬＲメス座×１

ヘッドセット： ４ピンＸＬＲオス×１

ＲＳ－６２２ インターカムライン： ３ピンＸＬＲメス座×１

ヘッドセット： ６ピンＸＬＲオス×１

電 源

待機状態： ５５ｍＡ、 トーク時平均： ６２ｍＡ、 トーク＋コール時： ８０ｍＡ、 動作電圧： ＤＣ１２～３２Ｖ

使用環境

温度： ０℃～７０℃、 相対湿度： ０～９０％

寸法及び重量

１１６（Ｈ）×９５（Ｗ）×３４（Ｄ）ｍｍ、 ２２０ｇ

＊０ｄＢｖ＝０．７７５Ｖ ＲＭＳ

製品の仕様及び外観は予告無く変更される場合があります
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